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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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阪神・淡路大震災から30年がたち、今、能登半島地震

・豪雨の被災地では「見捨てられたか」と悲痛な声があ

がっています。岡田知弘さんの講演（災害対策全国交流

集会2024・要約）と兵庫の現状から考えます。
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写真提供：山田栄作さん（新潟災対連）

2004年の新潟県中越地震で全集落が孤立し、長岡

市内に全村避難したが、住民の願いで山古志の復興

をすすめた。豪雪と地すべりの地域の特色を生かす

知恵と技術で生み出された棚田は日本農業遺産に。

棚田耕作で大切な

働き手だった牛の

「角突き」は牛が傷

つかないよう、引

き分けさせる国の

重要無形民俗文化

財。地震の翌年か

ら再開され、今も

継続されている。

〈関連２面〉復興する山
やま

古
こ

志
し

（新潟県）

おかだ ともひろ 1954年

生まれ。京都大学大学院教

授を経て、現在京都橘大学

教授、京都大学名誉教授。

日本地域経済学会元会長、

自治体問題研究所前理事

長。『震災からの地域再

生』（新日本出版社）ほか

著書多数。
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各地でいっせいに行動。１月９日、チラシ、宣伝紙の受け取り

がよく「がんばって」と励ましも（青森県本部・青森支部）
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